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要　約
　近年，AI の浸透により，コンピュータによる日英翻訳の品質が向上している。特に米国の情報提供義務
（IDS）に対応するために，日本の公開特許公報をコンピュータによって英訳する機会も増えてきていると思
われる。本稿では，様々なサイトから入手可能なマシン翻訳の一長一短を比較，評価する。
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（1）　対象案件
　日本国特許第 6120183 号公報（特開 2015－179074 号
公報として公開）
　米国特許第 9500547 号明細書（および米国特許第
9435704 号明細書）として発行済み。
　なお，日本では特許事務所経由で特許庁に出願して
いるが，対象案件の日本語明細書は，発明者とも内容
を相談しながら著者が作成したものである。
　また，対象案件の英文明細書は，発明者とも訳語を
相談しながら著者が作成し，外部の翻訳業者にチェッ
クを依頼した上で，現地の特許事務所を介して米国特
許商標庁に出願したものである。

（2）　マシン翻訳文の入手先
　以下 3 つのサイトから，マシン翻訳文を入手した。

（a）　Google patent　https://patents.google.com/
　上記 HP で JP6120183B を検索し，表示されたマシ
ン翻訳文を入手した。

（b）　Espacenet　https://worldwide.espacenet.com/
　上記 HP の Advanced search から Publication num-
ber として JP6120183B を入力し，Description をク
リックして日本語明細書を表示させた後，英語を訳語

として選択した上で patent translate をクリックし，
表示されたマシン翻訳文を入手した。claim 部分も同
様に入手した。

（c）　J-PlatPat　https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
　公報番号（6120183）を入力し，右上の English を
クリックし，ディスプレイフォーマットを pdf からテ
キストに変更した上で，公報番号をクリックすること
で英文テキストを表示させてマシン翻訳文を入手
した。

（3）　形式面
　まず，見やすさ，読みやすさ，翻訳の速さといった
形式面を論じる。
　見やすさ，読みやすさの面で充実しているのは，
J-PlatPat によるマシン翻訳である。Google patent で
は，文字が小さく，また，Internet Explorer では，
表示が途切れてしまうといった問題が生じることが
あった（Chrome では問題なし）。文字の大きさはブ
ラウザや印刷の設定を変更すればどうにかなるかもし
れないが，Google patent では，段落番号が欠落して
いる。そのため，明細書の従来例で日本語の特許文献
の段落番号に言及した場合，Google patent では，ど
こを拾い読みすればよいのかが全く分からないという
問題がある。
　Espacenet については，文字の大きさにはそれほど
の問題はなく，また，段落番号も付与されている。た
だし，Description（発明の詳細な説明に相当）と
Claim（特許請求の範囲に相当）とを 1 つの画面に表
示させることができず，別々に入手する必要がある。
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なお，「mosaic」として図面を表示させることも可能
だが，理由は不明だが著者のパソコン上では，pdf 化
や印刷ができなかった。従って，図面を含めるには，
Espacenet は，Google patent や J-PlatPat よ り も 適
していない。
　また，Espacenet では，登録公報の番号を入力した
が，実際に表示されたのは公開公報の内容であった

（すなわち，特開 2015－179074 号公報の内容が表示さ
れた）。従って，明細書の従来例で日本語の特許文献
の特許請求の範囲に言及した場合，外国の特許審査官

（特に IDS を受けた米国の特許審査官）には，内容が
正確に伝わらない可能性があることに留意してほし
い。このほか，Espacenet では，マウスポインタが英
文翻訳に位置していると，対応する日本語が表示され
る。便利かもしれないが，印刷すると，対応する日本
語まで印刷され，英文が隠れてしまうので注意が必要
である。
　J-PlatPat については，適切な文字の大きさで，段
落番号も付与されている。また，図面も含め，1 つの
画面に表示させることができる。ただし，初期画面で
は，書誌事項の英訳しか表示されず，特許請求の範
囲，発明の詳細な説明，および図面については，それ
ぞ れ，Scope of Claims, Detailed Description, Draw-
ing をクリックしなければ表示されない。Google pat-
ent や Espacenet と は 異 な り，Detailed Description
の翻訳スピードが著しく遅く，明細書の長さにもよる

が，発明の詳細な説明の全文の翻訳文を入手しようと
すると，数分，待つ必要がある。稀とはいえ，待たさ
れている間に翻訳が途中で止まってしまうことが
ある。
　なお，いうまでもないが，日本語の公報では，明細
書の表や図面はイメージ処理されているため，明細書
の表の日本語の内容および図面の中の説明文は翻訳さ
れず，これらのサイトで，明細書の表や図面はそのま
ま表示される。

（4）　実体面
　本件発明を簡単に説明する。明細書には説明されて
いないが，望ましくないこととはいえ，運送業者が輸
送中の段ボール箱を落としたり，ぶつけたりしてしま
うこともあるが，一度，受領者の手に渡ってしまう
と，箱を落としたり，ぶつけたりしてしまったとして
も，受領者にはわからない。とはいえ，落としたり，
ぶつけたりしてしまうことで内容物に損傷が発生して
しまい，発送者，運送業者，受領者の 3 者でトラブル
が発生することになる。
　本件発明は，この問題を解決するため，箱の中に入
れられて用いられ，万一，箱に衝撃が加えられた場合
には，そのような衝撃が加えられたことを記憶すると
いう衝撃記憶装置である。
　もう少し詳しく説明すると，本件発明の衝撃記憶装
置は，以下のような電子回路を有している。

１ 衝撃記憶装置
３ 衝撃発電素子
３ａ 第１電極
３ｂ 第２電極
５ トランジスタ（不揮発性メモリ）
Ｇ ゲート（電極）
Ｄ ドレイン（電極）
Ｓ ソース（電極）

７ 第１端子
９ 第２端子
１３ ツェナーダイオード
２３ 抵抗
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　参照符号 3 が衝撃発電素子であり，所定以上の強い
衝撃を受けると電圧を発生させる。この電圧は，トラ
ンジスタ 5 のゲート G に入力される。衝撃を受ける
前では，トランジスタ 5 のソース S とドレイン D の
間の抵抗値は低いが，いったん，衝撃を受けた衝撃発
電素子 3 からの電圧が，トランジスタ 5 のゲート G
に入力されると，ソース S とドレイン D の間の抵抗
値は高くなる。このように抵抗値が変化するという作
用を利用して，第 1 端子 7 と第 2 端子 9 の間の抵抗値
の高低を調べることで，運送業者の輸送中に衝撃が箱
に加わっていないかどうかを簡便に調べることができ
る，というものである。
　話の前提として，衝撃発電素子はよく知られた電子
素子の 1 つであり，英訳すると vibration energy har-
vester と な る。 ち な み に， グ ー グ ル で “vibration 
energy harvester” と入力すると，およそ 12 万 3 千
件のヒットが得られる。日本語では「振動発電装置」
と呼ばれることが多いようであるが，「振動発電装置」
との日本語では，当該装置を手に握って振っただけで
も発電するというイメージが先行するため，発明者と
も相談の上，衝撃を受けたときに発電する素子，とい
う意味で「衝撃発電素子」という日本語を出願時に採
用することにした。

　以下，明細書の 0009，0010，0026 について，日本
公報（特許第 6120183 号公報），米国公報（米国特許
第 9500547 号明細書），Google patent によるマシン翻
訳，Espacenet によるマシン翻訳，および J-PlatPat
によるマシン翻訳の 5 つを並列に並べ，その適否を論
評として論じることにする。
　以下，論評において注目した英文翻訳箇所に下線を
付し，さらに太文字化を施している。

　（4－1）　明細書の 0009 段落
　明細書の 0009 は，実施形態の冒頭部分であり，図
を参照して，本件発明の衝撃記憶装置の各要素を説明
している。以下，3 つの部分に分けて説明する。

　（4－1－1A）　【0009】第 1 文
　日本語公報（元の日本語）
　＜第 1 実施形態＞
　図 1 は，第 1 実施形態による衝撃記憶装置の回路図
を示す。図 1 に示されるように，第 1 実施形態による

衝撃記憶装置 1 は，衝撃発電素子 3 および不揮発性メ
モリ 5 を備えている。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　<First embodiment>
　FIG. 1 shows a circuit diagram of a shock record-
ing device according to the first embodiment. As 
shown in FIG. 1, a shock recording device 1 accord-
ing to the first embodiment includes a vibration en-
ergy harvester 3 and a nonvolatile memory 5.

　Google patent によるマシン翻訳
　First embodiment
　Figure 1 shows a circuit diagram of an impact 
memory device according to the first embodiment. 
As shown in FIG. 1, the impact storage device 1 ac-
cording to the first embodiment includes an impact 
generator element 3 and the non-volatile memory 5.

　Espacenet によるマシン翻訳
　First Embodiment
　FIG. 1 shows a circuit diagram of an impact stor-
age device according to a first embodiment. As 
shown in FIG. 1, the shock storage device 1 accord-
ing to the first embodiment includes a shock gener-
ating element 3 and a non-volatile memory 5.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　<A 1st embodiment>
　FIG. 1 shows a circuit diagram of a shock storage 
device according to a 1 embodiment. As shown in 
FIG. 1, the shock storage device 1 according to the 1 
embodiment includes an impact power generation 
element 3 and a nonvolatile memory 5.

　（4－1－1B）　0009 の第 1 文に対する論評
　標題の「第１実施形態」という用語について，すべ
て「First Embodiment」という特許明細書としては
適切な訳語になっているものの，J-PlatPat によるマ
シン翻訳だけが，「A 1st embodiment」と翻訳されて
いる。文章中でも，J-PlatPat によるマシン翻訳だけ
が，「a 1 embodiment」と翻訳されており（正確には，
無論「the first embodiment」），あまり正確とは言え
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ない翻訳になってしまっている。
　衝撃発電素子 3 という技術用語については，さすが
にマシン翻訳では厳しかったのか，3 つのマシン翻訳
のいずれにおいても正しく訳出されることがなかっ
た。Google patent では，「impact generator element 
3」と訳されており，これでは「衝撃発生素子」とい
う意味になり，なんだか衝撃を生み出すような装置と
いう意味になってしまう（無論，正しくは衝撃を受け
て電気を発生させる素子である）。Espacenet では

「shock generating element 3」，J-PlatPat で も「im-
pact power generation element 3」と訳されており，
Google patent と同様，衝撃を生み出すような素子と
いう意味になっており，ここから言えることは，現状
のマシン翻訳では，技術的な面から意味を解釈して翻
訳がなされているという段階にはまだ至っていないよ
うである。
　このほか，「備える」に対しては，include よりも
comprise を訳語としてあてがうことも特許では多い
と思われるが，いずれのマシン翻訳においても，
include があてがわれている。著者による翻訳でも
include を採用した。

　（4－1－2A）　【0009】第 2 文
　日本語公報（元の日本語）
　衝撃発電素子 3 は，第 1 電極 3a および第 2 電極 3b
を具備する。不揮発性メモリ 5 の例は，ソース電極
S，ドレイン電極 D，およびゲート電極 G を有する強
誘電体トランジスタである。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　The vibration energy harvester 3 comprises a 
first electrode 3a and a second electrode 3b. An 
example of the nonvolatile memory 5 is a ferroelec-
tric transistor having a source electrode S, a drain 
electrode D, and a gate electrode G.

　Google patent によるマシン翻訳
　Impact generating device 3 comprises a first 
electrode 3a and the second electrode 3b. Examples 
of non-volatile memory 5 is a ferroelectric transistor 
including a source electrode S, drain electrode D, 
and a gate electrode G. As described later, the 
ferroelectric transistor comprises a stack of 

ferroelectric layers and the semiconductor layer.

　Espacenet によるマシン翻訳
　The impact power generation element 3 includes 
a first electrode 3a and a second electrode 3b. An 
example of the non-volatile memory 5 is a ferroelec-
tric transistor having a source electrode S, a drain 
electrode D, and a gate electrode G.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　The impact power generation element 3 includes 
a 1 electrode 3a and a 2 electrode 3b. An example 
of the nonvolatile memory 5 is a ferroelectric 
transistor having a source electrode S, a drain 
electrode D, and a gate electrode G.

　（4－1－2B）　0009 の第 2 文に対する論評
　 一 番 厳 し く 評 価 さ れ な け れ ば な ら な い の が，
J-PlatPat による翻訳である。「第 1 電極」「第 2 電極」
が，「a 1 electrode 3a」「a 2 electrode 3b」と訳出さ
れており，序数（first, second…）を理解できていな
いようである。また，参照符号 3a の「3」と「a」の
間にスペースが入っている点もよく理解できない。
　Google patent であるが，第 1 電極 3a には “a first 
electrode 3a” と不定冠詞 “a” が付されているものの，
第 2 電極 3b は “the second electrode 3b” と定冠詞
the が付されている。「第 1」「第 2」を無視して「電
極」と言う用語は 2 回目だから，というのが原因かも
し れ な い。 さ ら に，「～ の 例 は 」 が， 機 械 的 に
“examples of” と複数形で訳される一方，その例が 1
つしかない本件の場合（それは例示と言えるのかどう
かという議論はさておき），be 動詞が is となってお
り，文法的には正しいとは言えない状態になってい
る。ちなみに，この点からは，「～の例は…である」
という文章は，「～の例は，A，B，または C である」
と記述し，An example of 〇〇 is A, B, or C. と訳す
るのが無難なように思える。
　Espacenet による訳語には問題がなく，この点につ
いては，Espacenet による訳に軍配が上がる。

　（4－1－3A）　【0009】第 3 文
　日本語公報（元の日本語）
　後述されるように，強誘電体トランジスタは，強誘
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電体層および半導体層の積層体を具備する。第 1 電極
3a は，ゲート電極 G に電気的に接続されている。第
2 電極 3b は，ソース電極 S に電気的に接続されて
いる。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　As will be described later, the ferroelectric tran-
sistor comprises a stacked structure of a ferroelec-
tric layer and a semiconductor layer. The first elec-
trode 3a is electrically connected to the gate 
electrode G. The second electrode 3b is electrically 
connected to the source electrode S.

　Google patent によるマシン翻訳
　As described later, the ferroelectric transistor 
comprises a stack of ferroelectric layers and the 
semiconductor layer. The first electrode 3a is electri-
cally connected to the gate electrode G. The second 
electrode 3b is electrically connected to the source 
electrode S.

　Espacenet によるマシン翻訳
　As described later, the ferroelectric transistor 
comprises a laminate of a ferroelectric layer and a 
semiconductor layer. The first electrode 3a is electri-
cally connected to the gate electrode G. The second 
electrode 3b is electrically connected to the source 
electrode S.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　As will be described later, a ferroelectric transis-
tor includes a stack of a ferroelectric layer and a 
semiconductor layer. The 1 electrode 3a is electrical-
ly connected to the gate electrode G. The 2 
electrode 3b is electrically connected to the source 
electrode S.

　（4－1－2B）　0009 の第 3 文に対する論評
　この第 3 文で最も着目してほしいのが「積層体」と
いう用語である。通常，stacking structure という訳
語があてがわれる（外部の翻訳業者からもそのような
ご指摘をいただいた）が，発明者からの強い要望もあ
り，stacked structure という用語を採用している。

　これについて，Google patent による翻訳および
J-PlatPat による翻訳では，stack と訳されている。
stack は，干し草とか書類などの「山」「堆積物」「積
み重ねたもの」という意味であり，少々意味的にずれ
が生じる感がある。
　一方，Espacenet による翻訳では，laminate と訳さ
れている。これも「積層体」の訳語としてよく見られ
る用語である。ただ，laminate はもともと，薄い板
を重ねるとかかぶせるという意味であるため，溶液を
基板上に塗布して固めることで得られた積層体は，
ひょっとしたら laminate の概念から遠ざかる可能性
がある。
　ちなみに，この第 3 文では，第 1 文とは異なり，

「備える」ではなく，「具備する」と記載されている。
これに対して，Google patent および Espacenet では，
include ではなく comprise と訳されており，自然な
感じがする。一方，J-PlatPat では，これらが区別さ
れず，いずれも include と訳されている。
　翻訳を意識した上で日本語明細書を作成する際に
は，「備える」よりも「具備する」というように，熟
語を使った方が良いようである。ただし，余談になる
が，「動詞」＋「動詞」という熟語を用いることが望ま
しい。「成膜」のような，動詞（成）＋名詞（膜）とい
う熟語をサ行変格活用の語幹部分として使うのは避け
た方が良い（正しく翻訳されないことが多い）。翻訳
を意識した上では，「成膜」は，「膜を形成する」と記
述するのがよいであろう。
　なお，「後述されるように」について，Google 
patent と Espacenet が as described later と訳してい
る。意味的には問題ないだろうが，助動詞を付さずに
過去分詞を使った場合，have been 過去分詞の意味に
なるので，この訳では「後述されたように」という，
時系列的にはちょっと変わった日本語になってしま
う。時系列的な正確性を重視するという点では，
J-PlatPat による翻訳のように，as will be described 
later という翻訳が望ましいであろう。

　（4－2）　明細書の 0010 段落
　明細書の 0010 では，衝撃発電素子 3 の詳細を説明
している。図 3 および以下の日本語公報の記載を参照
すれば，技術的に容易に理解できるだろう。
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　（4－2－1A）　【0010】第 1 文
　日本語公報（元の日本語）
　＜第 1 実施形態＞
　（衝撃発電素子 3）
　以下，衝撃発電素子 3 の構造および製造方法が図 3
を参照しながら説明される。図 3 は，衝撃発電素子 3
の側面図を示す。図 3 に示されるように，衝撃発電素
子 3 は，カンチレバー構造を有している。具体的に
は，衝撃発電素子 3 は，基板 81，基板 81 上に形成さ
れた第 1 電極層 83，第 1 電極層 83 上に形成された圧
電体層 85，および圧電体層 85 上に形成された第 2 電
極層 87 を備えた積層体を有している。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　（Vibration energy harvester 3）
　Hereinafter, a structure and a fabrication method 
of the vibration energy harvester 3 will be described 
with reference to FIG. 3. FIG. 3 shows a side view 
of the vibration energy harvester 3. As shown in 
FIG. 3, the vibration energy harvester 3 has a canti-
lever structure. Specifically, the vibration energy 
harvester 3 has a stacked structure comprising a 
substrate 81, a first electrode layer 83 formed on the 
substrate 81, a piezoelectric layer 85 formed on the 
first electrode layer 83, and a second electrode layer 

87 formed on the piezoelectric layer 85.

　Google patent によるマシン翻訳
　（Impact generating device 3）
　Hereinafter, the structure and manufacturing 
method of the impact generating device 3 will be de-
scribed with reference to FIG. Figure 3 shows a 
side view of an impact generator element 3. As 
shown in FIG. 3, the impact generating device 3 has 
a cantilever structure. Specifically, the impact 
generating device 3 includes a substrate 81, formed 
on the first electrode layer 83, the piezoelectric layer 
85 is formed on the first electrode layer 83, and the 
piezoelectric layer 85 on which is formed on the sub-
strate 81 and a laminate having a second electrode 
layer 87 that is.

　Espacenet によるマシン翻訳
　（Impact Power Generation Element 3）
　Hereinafter, the structure and manufacturing 
method of the impact power generation element 3 
will be described with reference to FIG. FIG. 3 
shows a side view of the impact generating element 
3. As shown in FIG. 3, the impact generating ele-
ment 3 has a cantilever structure. Specifically, im-
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pact power generation element 3 is formed on sub-
strate 81, first electrode layer 83 formed on 
substrate 81, piezoelectric layer 85 formed on first 
electrode layer 83, and piezoelectric layer 85. And a 
laminated body provided with the second electrode 
layer 87.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　（Impact Power Generation Element 3）
　Hereinafter, a structure and a manufacturing 
method of the impact power generation element 3 
will be described with reference to FIG. 3. FIG. 3 
shows a side view of the impact power generation 
element 3. As shown in FIG. 3, the impact power 
generation element 3 has a cantilever structure. Spe-
cifically, the impact power generation element 3 has 
a laminate including a substrate 81, a 2 electrode 
layer 87 formed on the substrate 81, a piezoelectric 
layer 85 formed on the 1 electrode layer 83, and a 1 
electrode layer 83 formed on the piezoelectric layer 85.

　（4－2－1B）　0010 の第 1 文に対する論評
　Google patent または Espacenet によるマシン翻訳
で稀にあるのが，“FIG.” の後に数字がない，という
ことである。また，Google patent では “Figure” と
訳されることもあり，「図」に対する訳語が一定に
なっていない。J-PlatPat では，ほぼ常に “FIG.” と
訳され，その後の数字も記載されており，問題ない。
　ここでは，「有する」の訳語を取り上げる。文字通
り訳せば，“have” でよいのだが，MPEP2111.03 IV
によると，クレームでの have は open なのか closed
なのか，すなわち，他に要素を有していてもよいのか

（open），他に要素を有さないのか（closed）なのかが
はっきりしないという問題がある上，明細書に照らし
合わせて解釈されることになる。そのため，翻訳者の
判断で，明細書中であっても，「有する」に対いて，
have ではなく，include，comprise が使われることも
多い。
　この文では，「カンチレバー構造を有している」と

「積層体を有している」の 2 つの「有する」がある。
この点，Google patent は，have と include が混用さ
れている。ただ，Google patent は，「衝撃発電素子 3
は，…（注略）…積層体を有している」という文法面

からの文構造を理解できていないという問題があり，
この問題が原因で「有する」に対して “include” とい
う訳語が割り当てられたのかもしれない。
　Espacenet もまた，「衝撃発電素子 3 は，…（注略）
…積層体を有している」という文構造を理解できてい
ないため，「積層体を有している」に対して，そもそ
も have が割り当てられていない（provided with が
割り当てられている）。
　J-PlatPat のみ，「衝撃発電素子 3 は，…（注略）…
積層体を有している」という文法を理解できている。
その上で，上記 2 つの「有する」に対して，両者とも
“have” が割り当てられている。
　J-PlatPat は，1 つ 1 つの単語に対して割り当てる
訳語については Google patent や Espacenet と比較し
て少々問題があるが，長文の文法の理解と言う面で
は，Google patent や Espacenet よりも優れていると
いえるだろう。

　（4－2－2B）　【0010】第 2 文
　日本語公報（元の日本語）
　衝撃発電素子 3 は，さらに支持体 89 を具備する。
支持体 89 は，断面視において積層体の一端を挟むよ
うに，支持体 89 は積層体を支持する。第 1 電極層 83
は，第 1 電極 3a として機能する。第 2 電極層 87 は，
第 2 電極 3b として機能する。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　The vibration energy harvester 3 further compris-
es a support 89. The support 89 supports the 
stacked structure so as to clip one end of the 
stacked structure in the cross-sectional view there-
of. The first electrode layer 83 functions as the first 
electrode 3a. The second electrode layer 87 functions 
as the second electrode 3b.

　Google patent によるマシン翻訳
　Impact generating device 3 further comprises a 
support 89. Support 89, so as to sandwich one end of 
the laminate in a cross-sectional view, the support 
89 supports the laminated body. The first electrode 
layer 83 functions as a first electrode 3a. The second 
electrode layer 87 functions as a second electrode 3b.
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　Espacenet によるマシン翻訳
　The impact power generation element 3 further 
includes a support 89. The support 89 supports the 
stack so as to sandwich one end of the stack in 
cross section. The first electrode layer 83 functions 
as the first electrode 3a. The second electrode layer 
87 functions as the second electrode 3b.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　The impact power generation element 3 further 
comprises a support 89. The support body 89 sup-
ports the laminate body, and the support body 89 
supports the laminate body in a cross-sectional 
view. The 1 electrode layer 83 functions as the 1 
electrode 3a. The 2 electrode layer 87 functions as 
the 2 electrode 3b.

　（4－2－1B）　0010 の第 2 文に対する論評
　この文での特徴は「一端を挟む」の訳である。図面
から明らかだが，積層体の左端は支持体 89 により挟
まれているが，右端は挟まれていない。このような
ニュアンスを反映させるため，実際の翻訳時には「挟
む」を「クリップする」と訳したが，マシン翻訳では
どれも正確に訳せず，“sandwich” と訳されている。
これでは，左端も右端も支持体（パン？）に挟まれて
いるような感じである。J-PlatPat に至っては，この
文の意味を全く理解できていないようである。
　もう 1 つ，「～するように」というのもこの文の特
徴である。実際の翻訳時には so as to で足ると判断し
たが，特許でよくみられる “in such a manner（way）
that” という訳は，どのマシン翻訳でもなされなかっ
た。「～するように，〇〇が××となっている」とい
う日本語は，なかなかマシンには正しく理解されない
ようである。
　このほか，「積層体」という訳語がマシン翻訳では
一定にならない。Google patent では，0009 段落では
“stack” と訳出されたが，この段落では “laminate 
body” と訳されている。Espacenet では，0009 段落
で は “laminate” と 翻 訳 さ れ た が， こ の 段 落 で は
“stack” と訳されている。訳語の一定性は保持されな
いという問題がある。

　（4－3）　明細書の 0026 段落
　明細書の 0026 では，衝撃発電素子 3 に衝撃が加
わったかどうかの判定法が説明されている。前述のよ
うに，衝撃を受けていればドレイン電極 D およびソー
ス電極 S の間の抵抗は高くなる。当該抵抗値を調べ
ることで，衝撃が加わったかどうかがわかる。

　（4－3－1A）　【0026】
　日本語公報（元の日本語）

【0026】
　このような強誘電体トランジスタ 5 を有する衝撃記
憶装置 1 に外部からの衝撃が加えられた場合，衝撃発
電素子 3 の第 1 電極 3a および第 1 電極 3b の間にパ
ルス電圧が発生する。その結果，ソース電極 S に対
して正または負の電圧を有するパルスがゲート電極 G
に印加される。このため，ドレイン電極 D およびソー
ス電極 S の間の抵抗値が変化する。第 1 端子 7 およ
び第 2 端子 9 の間の抵抗値が変化したかどうかが電流
計を用いて検出される。このようにして，衝撃記憶装
置 1 が，外部からの衝撃を受けたか否かが判定され
る。

　米国公報（著者による翻訳，原文ママ）
　When an external shock is applied to the shock 
recording device 1 having such a ferroelectric tran-
sistor 5, a pulse voltage is generated between the 
first electrode 3a and the second electrode 3b of the 
vibration energy harvester 3. As a result, the pulse 
having a positive or negative voltage with respect to 
the source electrode S is applied to the gate elec-
trode G. For this reason, the resistance value be-
tween the drain electrode D and the source elec-
trode S is varied. An ammeter detects whether or 
not the resistance value between the first terminal 7 
and the second terminal 9 has been varied. In this 
way, it is determined whether or not an external 
shock was applied to the shock recording device 1.

　Google patent によるマシン翻訳
　If an external shock impact storage device 1 hav-
ing such a ferroelectric transistor 5 is applied, a 
pulse voltage between the first electrode 3a and the 
first electrode 3b impact generating device 3 occurs. 
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As a result, a pulse having a positive or negative 
voltage relative to the source electrode S is applied 
to the gate electrode G. Therefore, the resistance 
value between the drain electrode D and source 
electrode S changes. Whether the resistance value 
between the first terminal 7 and the second terminal 
9 has changed it is detected by using an ammeter. 
In this way, the impact storage device 1, whether an 
impact from the outside is determined.

　Espacenet によるマシン翻訳
　When an external impact is applied to the impact 
storage device 1 having such a ferroelectric transis-
tor 5, a pulse voltage is generated between the first 
electrode 3a and the first electrode 3b of the impact 
power generation element 3. As a result, a pulse 
having a positive or negative voltage with respect to 
the source electrode S is applied to the gate elec-
trode G. Therefore, the resistance value between the 
drain electrode D and the source electrode S chang-
es. Whether the resistance between the first termi-
nal 7 and the second terminal 9 has changed is de-
tected using an ammeter. Thus, it is determined 
whether or not the impact storage device 1 has re-
ceived an external impact.

　J-PlatPat によるマシン翻訳
　When an impact is applied from the outside to the 
shock storage device 1 having the ferroelectric tran-
sistor 5, a pulse voltage is generated between the 1 
electrode 3a and the 1 electrode 3b of the impact 
power generation element 3. As a result, a pulse 
having a positive or negative voltage is applied to 
the gate electrode G with respect to the source elec-
trode S. Therefore, the resistance value between the 
drain electrode D and the source electrode S chang-
es. It is detected using an ammeter whether or not 
the resistance value between the 1 terminal 7 and 
the 2 terminal 9 has changed. In this way, it is deter-
mined whether or not the shock storage device 1 
has received an external impact.

　（4－3－1B）　0026 に対する論評
　Google patent の翻訳が他の 2 つに比べてかなり低
品質である。特に第 1 文の冒頭の部分の英文「If an 
external shock impact storage device 1」は，文法的
にも成立していない。一方，この文を含めて，総合的
には Espacenet の訳が最も優れている。
　この文では，無生物主語を取り上げてみたい。少々
飛躍があるかもしれないが，「第 1 端子 7 および第 2
端子 9 の間の抵抗値が変化したかどうかが電流計を用
いて検出される。」という文の主語を，実際の翻訳で
はあえて “ammeter” にした上で，動詞 “detect” を
使っている。実際の翻訳を日本語に直訳するように戻
すと，「電流計が，第 1 端子 7 および第 2 端子 9 の間
の抵抗値が変化したかどうかを検出する」である。一
方，どのマシン翻訳でも，“whether the resistance 
value…（注略）…change” を主語として（または it
を仮主語として）いる。マシン翻訳としては致し方な
いとはいえ，「思い切った翻訳」には至っていないよ
うである。

（5）　総括
　以上，日本語，著者による英訳，および 3 つのマシ
ン翻訳を並べ，その適否を論じた。3 つのマシン翻訳
には，それぞれ一長一短があるが，全体的に安定感が
あり，優れていると思われるのは Espacenet の訳で
あった。Espacenet では，powered by EPO and Google
と表記されており，Google patent によるマシン翻訳
がさらに EPO によって改良されることにより，より
特許明細書の翻訳として自然かつ流ちょうな感じに改
善されているように感じられた。
　3 つのマシン翻訳では，大幅に意味を取り違えると
か，全く訳せないということはなく，いずれも「ざっ
と見て日本語公報に何が書いてあるのか」を把握する
ことは可能である（J-PlatPat では翻訳できない箇所
にはアスタリスクマークが付される）。
　従って，対応する英語公報がない日本語公報を米国
における情報提供義務（IDS）の履行のために提出す
る程度であれば，これら 3 つのマシン翻訳のいずれか
の翻訳であればどうにか足りるだろうと考える

（Espacenet による翻訳が最も良いであろう。無論，
どのホームページでも，翻訳物を利用したことにより
生じた問題については，責任を負わないという記載が
あるが）。
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　一方，PCT からの移行のための英訳に求められる
レベルの正確な翻訳という観点からは，現時点での
AI 翻訳に対しては人による翻訳や確認は絶対的に必
要であると考える。
　人の手による翻訳と比較して，特に訳語の一定性と
言う観点からは，まだまだ改善・改良の余地は多々あ

ると思われるが，今後，AI による翻訳，すなわち，
ニューラル機械翻訳による一層の改良・発展が望ま
れる。
 以上

（原稿受領 2019.8.7）


